
3
つ
の
町
民
運
動
①
み
ん
な
が
主
役
運
動 

②
ま
ち
自
慢
運
動 

③
現
役
延
長
運
動

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ・
合
言
葉

キ
ラ
リ
☆
月
山
健
康  

元
気  

に
し
か
わ
！

月山朝日観光協会イメージ
キャラクター「ガッさん」

‐ 主な内容 ‐

にしかわ桜めぐりP２
P６ 未来へバトンを繋ぐとき。
P８ 菅野大志町長就任の挨拶



写真上段左：本道寺河川敷の桜並木（４月
21日）／上段右：町の特産品である「啓翁
桜」。花の品質向上のために行う、環状剥皮
講習会の様子（４月21日・19ページに関連

記録的な豪雪だった冬が終わり、今年も桜の季節がやってきました。町内の桜の様子を一部お届けします。

にしかわ桜 めぐり

※詳細は、本誌19
ページ左下の記事を
ご覧ください。

記事）／下段：睦合・設楽酒造店前（４月
19日）／次頁：４月下旬、桜前線も大井沢
まで到達。桜、雪、月山を一度に望むことが
できる（４月28日・二ツ掛橋より撮影）

西川町インスタ
フォトコンテスト
開催中！

巻 頭

にしかわ 桜めぐり　

TOPICS

４月21日・本道寺 ４月21日・吉川

４月19日・睦合４月28日・大井沢



Photo Snap

WELCOME TO THE GASSAN.WELCOME TO THE GASSAN.
Photo Snap 　WELCOME TO THE GASSAN.

写真：１_月山ペアリフト上駅に降り、

眺望を楽しむスキーヤー・スノー

ボーダーたち／２_スキー場開きで

はシーズンの安全を願う神事が執り

行われた（４月10日）／３・４_関東

から来たというスノーボーダーの皆

さん。「月山スキー場」の看板を前に

笑顔で記念撮影／５_滑走の合間、

雄大な山並を目下に休憩。月山ス

キー場ならではの美しい光景を楽し

むことができる

４月から７月末までスキーやスノーボードが楽しめる、全国的にも珍しいゲレンデ「月山ス

キー場」。４月10日には今年のスキー場オープンを記念して関係者によるテープカットな

どが行われました。ゲレンデにはこの日を待ちわびていた県内外のスキーヤー・スノー

ボーダーが集結し、太陽の光で輝く雪上に思い思いのシュプールを描いていました。

１

２ ３ ４

５

月山さ来てけろ♪

冬期間閉園していた県立自然博物園（志津）が５月１日にオープンし、同日、シーズン初

となるブナ林のガイドウォークが行われました。あいにくの雨となりましたが、参加者は

もやがかる神秘的な雰囲気のブナ林の景色を存分に楽しみました。

写真：６_枝木にぶら下がり、ブナのし

なりを体感するガイドウォークの参加者

／７_インタープリター（自然解説員）

から植物観察のコツを聞きながら森を

散策／８_残雪の上に赤みがかったブナ

の芽鱗（がりん）が散る現象「雪紅葉」

がブナ林一面に広がった

７６

８



未
来
へ
バ
ト
ン
を
繋
ぐ
と
き
。
２
０
２
２
年
４
月
、
小
川
一
博
前
町
長
が
勇
退
。

菅
野
大
志
新
町
長
に
西
川
町
政
の
バ
ト
ン
が
託
さ
れ
ま
し
た
。

期
満
了
に
伴
う
西
川
町
長
選
は

４
月
17
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
投
票
率
は
87
・
０
％
で
、
２
０

１
８
年
の
前
回
選
を
２
・
３
％
上
回
り
、

即
日
開
票
の
結
果
、
元
財
務
省
東
北
財

務
局
職
員
の
菅
野
大
志
さ
ん
が
初
当
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
４
月
20
日
、
菅
野
新
町
長
が
町
民
の

方
々
や
町
職
員
な
ど
の
盛
大
な
拍
手
で

出
迎
え
ら
れ
、
初
登
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
小
川
前
町
長
、
菅
野
新

町
長
か
ら
の
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
ご
挨

拶
と
と
も
に
、
菅
野
新
町
長
が
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

※

町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
18
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

任

写真：西川町長選挙開票作業の様子（４月17日）

特 集

令和４年４月１７日執行　西川町長選挙　投開票結果

投票結果（町全体計）　確定時刻：20：00
　●当日有権者数：４，２９１　●投票者数：３，７３５　●棄権者数：５５６　●投票率（％）：８７.０４

開票結果（町全体計）　確定時刻：21：15
　●投票総数：３，７３４票　●有効投票数：３，７１９票　●無効投票数：１５票

候補者別得票数
　  当 選　 菅野 大志：２，４９３票　　大泉 敏男：１，２２６票　

未来へバトンを繋ぐとき。

小
川
一
博
前
町
長
が
勇
退

３
期
12
年
を
振
り
返
る

成
22
年
か
ら
こ
れ
ま
で
３
期
12

年
の
間
、
町
長
と
し
て
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
中
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
本
町
行
政
の
運
営
に
対
し
て
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
本
町
の
豊

か
な
自
然
と
文
化
、
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
「
西
川
町
を
元
気
に
！
」
「
健

康
・
産
業
・
子
育
て
」
を
基
盤
に
据
え

た
政
策
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
「
啓
翁
桜
」
や
「
月
山
ス
ノ
ー
ラ

ン
ド
」
な
ど
、
町
で
冬
で
も
収
入
を
得

ら
れ
る
「
通
年
収
入
」
の
獲
得
実
現
の

た
め
、
地
域
資
源
活
用
型
の
産
業
振
興

や
、
月
山
湖
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技

場
の
整
備
を
主
と
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
観

光
」
の
振
興
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
私
が
仕
事
に
臨
む
う
え
で
最
も
大
切

に
し
て
い
た
こ
と
は
、
ま
ず
現
場
に
出

て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聞
く
こ
と

で
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る

も
の
は
、
町
民
の
声
で
す
。
町
職
員
の

皆
さ
ん
に
は
、
西
川
町
に
住
ん
で
い
る

方
の
声
を
い
か
に
政
策
に
活
か
す
か
を

熟
慮
し
、
業
務
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
は
菅
野
新
町
長
が
大
事

に
し
た
い
と
語
ら
れ
て
い
る
「
対
話
」

を
進
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
策
定
す
る

第
７
次
総
合
計
画
を
基
盤
に
未
来
を
展

望
し
、
町
の
あ
ゆ
み
が
よ
り
い
っ
そ
う

力
強
い
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
、
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
昭
和
か
ら
平
成
、
そ
し
て

令
和
と
、
約
半
世
紀
に
わ
た
り
、
町
職

員
時
代
か
ら
こ
れ
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
厚
情
に
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
町
の
さ
ら
な

る
発
展
を
祈
念
し
ま
し
て
、
退
任
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

西
川
町
前
町
長　

小
川 

一
博

平



か
ん　
　
　

の　
　

 　

だ
い　
　
　

し

西
川
町
長　

菅 

野 

大 

志

ま
ず
始
め
に
す
る
こ
と
＝
町
民
や
町
職
員

と
の
対
話
と
新
た
な
財
源
確
保

　　
私
は
、
選
挙
戦
を
通
じ
て
「
町
の
生
き
残
り
は
こ

の
10
年
だ
！
」
と
繰
り
返
し
申
し
上
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
小
川
前
町
長
は
「
新
し
い
町
長
の
手

で
、
第
７
次
総
合
計
画
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
勇

退
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
町
民
の
幸
せ
の
た

め
に
つ
く
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
現
状
、
こ
の
計

画
に
関
し
て
町
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
が
深
ま
っ
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
私
は
、
１
年
を
か
け
て
、
丁
寧

に
町
民
・
町
議
の
皆
さ
ま
と
対
話
を
重
ね
、
西
川
町
の

未
来
・
生
き
残
り
を
決
め
る
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

を
約
束
し
ま
す
。

　
町
長
就
任
後
、
２
週
間
、
町
職
員
の
説
明
を
通
じ

て
、
地
域
の
課
題
や
、
町
職
員
が
こ
れ
ま
で
温
め
て

き
た
実
施
し
た
い
事
業
な
ど
を
把
握
し
ま
し
た
。
ま

ず
は
、
５
月
に
控
え
る
地
方
創
生
関
係
の
交
付
金
申

請
の
準
備
を
進
め
、
で
き
る
だ
け
町
の
財
源
を
使
わ

ず
に
、
国
な
ど
の
財
源
を
使
っ
て
事
業
を
実
施
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
か
ら
は
町
民
と
の
対
話
も
進
め
て
い

き
た
い
で
す
。
第
１
回
は
、
選
挙

期
間
中
に
最
も
要
望
の
多
か
っ
た

公
園
の
設
置
に
対
す
る
対
話
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
対
話
の
日
程
は
、

参
加
対
象
者
に
応
じ
て
、
回
覧
板

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い

皆
さ
ま
と
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
西
川
町
を
応
援
し

て
く
れ
る
方
々
と
も
連
携
を
図
り
、
み
ん
な
で
西
川

町
を
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

 

西
川
町
で
必
要
な
こ
と
＝
選
択
と
集
中

　　
財
政
規
模
の
小
さ
い
西
川
町
が
事
業
を
行
う
う
え

で
重
要
な
こ
と
は
「
選
択
と
集
中
」
と
「
継
続
と
展

開
」
で
す
。
例
え
ば
「
水
の
文
化
館
」
や
、
継
続
的

に
維
持
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
廃
校
の
問
題
を
先
送

り
に
し
た
り
、
中
途
半
端
な
事
業
を
実
施
す
る
ほ
ど

の
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。
町
で
は
「
選
択
」
し
た
政

策
を
「
集
中
」
的
に
実
施
・
「
継
続
」
し
、
そ
の
成

果
や
反
省
を
踏
ま
え
て
「
展
開
」
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
声
を
も
と
に
、
効

果
的
な
情
報
発
信
、
高
齢
者
の
交
通
手
段
の
確
保
、

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
福
祉
対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
観
光
・
商
工
振
興
対
策
、
雇

用
創
出
、
農
林
業
の
人
員
確
保
、
子
育
て
世
代
支
援
、

地
域
や
町
民
の
や
り
た
い
こ
と
の
実
現
な
ど
に
向
け

て
、
集
中
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
対
話
し
て
、
西
川
フ
ァ

ン
（
関
係
人
口
）
な
ど
の
町
外
の
力
も
活
用
し
な
が
ら
、

５
年
で
「
稼
ぐ
・
稼
ぎ
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
礎

を
固
め
、
そ
の
後
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
へ

と
シ
フ
ト
し
て
力
を
注
ぎ
、
10
〜
12
年
後
に
は
、
生
産

年
齢
人
口
（
15
歳
以
上
65
歳
以
下
の
人
口
）
が
増
加
に

転
じ
る
町
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
高
齢
の
方
の
ミ
ニ
デ
イ
や
地
域
の
集
ま

り
、
お
子
さ
ま
を
持
つ
親
の
集
ま
り
な
ど
で
、
私
が

伺
う
こ
と
が
で
き
る
会
合
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
対
話

に
伺
い
ま
す
。
役
場
担
当
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
吉
川
の
自
宅
に
は
、
15
人
程
度
が
打
ち
合
わ

せ
可
能
な
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
！

 

対
話
⬇
計
画
⬇
財
源
確
保
⬇
実
行

　
私
は
、
自
分
自
身
で
頑
張
っ
て
も
実
現
で
き
な
い

方
々
や
地
域
に
対
し
て
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
西
川
町
で
は
無
駄
遣
い

は
で
き
ま
せ
ん
。「
た
ぶ
ん
（
必
要
だ
ろ
う
）。（
必
要

だ
と
）
思
い
ま
す
。」
と
い
う
政
策
で
は
な
く
、
実
際

に
お
困
り
の
方
が
使
い
勝
手
の
良
い
政
策
・
事
業
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
が
一
緒

に
参
加
・
協
働
で
き
る
よ
う
な
事
業
も
つ
く
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
町
の
活
性
化
を
一
緒
に
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
後
、
国
な
ど
の
補
助
金
を
獲
得
し
て
予
算
・
事

業
も
増
や
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
町
と
密
接
な
関
係

の
あ
る
（
一
社
）
月
山
朝
日
観
光
協
会
や
西
川
総
合

開
発
㈱
、
㈱
米
月
山
は
、
雇
用
拡
大
の
面
だ
け
で
な

く
、
機
動
的
な
事
業
の
実
施
な
ど
、
地
域
商
社
と
し

て
の
機
能
面
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
会
社
と
民
間
の
事
業
者
の

 

最
後
に―

―
町
民
の
皆
さ
ま
へ

　　
こ
の
度
の
町
長
選
挙
の
投
票
率
は
87
・
０
％
に
上

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ま
が
町
の
将
来
を
真
剣

に
考
え
た
結
果
だ
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
国

の
仕
事
で
得
た
地
域
活
性
化
に
関
す
る
行
政
経
験
、

ア
イ
デ
ア
、
人
脈
を
町
の
発
展
に
フ
ル
に
活
用
し
て

い
き
ま
す
。
し
か
し
、
私
と
町
職
員
だ
け
で
は
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。
選
挙
で
も
発
揮
さ
れ
た
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
町

で
は
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
、
地
域
や
個
人
が
や

り
た
い
こ
と
・
特
技
（
〇
〇
が
つ
く
る
の
が
上
手
・

〇
〇
名
人
）
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
、
こ
こ
ま
で
は

地
域
・
町
民
が
担
い
、
こ
こ
か
ら
は
行
政
が
サ
ポ
ー

ト
す
る
、
と
い
っ
た
真
の
連
携
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

西
川
町
は
課
題
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
自
然
や
農
産

物
な
ど
の
地
域
資
源
の
活
用
や
、
町
民
と
町
外
の
西

川
フ
ァ
ン
と
の
協
働
な
ど
、
人
と
人
と
の
融
合
を
進

め
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
輝
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！

　
私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
財
源
の
な
い

ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
事
業
を
創
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

経
験
を
通
じ
て
、
一
生
懸
命
な
姿
は
誰
か
が
見
て
い

て
く
れ
て
、
そ
の
想
い
に
共
感
し
、
思
わ
ぬ
協
力
者

が
現
れ
て
手
伝
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

西
川
町
の
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
、
私
と
一
緒
に
、
そ
ん
な

偶
然
や
驚
き
を
み
ん
な
で
体
験
し
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る

西
川
町
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
落
ち
着
い
た

ら
、
ご
挨
拶
に
伺
い
ま
す
。

未来へバトンを繋ぐとき。

「皆さまの”すっだい”を実現する町に！」

経歴：1978年生（43歳）、1994年西川東部中学校卒業、
1997年寒河江高校卒業、2001年早稲田大学卒業・財務
省東北財務局入局、2021年内閣府地方創生推進室、
2022年内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議
事務局
趣味：地域活動の実践、ジョギング、読書（司馬遼太郎）、
ラジオ、対話
モットー：為せば成る！
複業：（一社）ちいきん会（福島市）、㈱更木ふるさと
興社（北上市）

菅野 大志  の プロフィール

VOICE

就
任
の
挨
拶

VOICE

川
町
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
！
西
川
町
長

の
菅
野
大
志
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
就
任
か
ら
半
月
が
経

過
し
、
西
川
町
の
課
題
や
や
る
べ
き
こ
と
も
整
理
が
で

き
て
き
ま
し
た
。
小
川
前
町
長
か
ら
町
政
の
バ
ト
ン
を

引
き
継
ぎ
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
ま

ず
は
現
在
の
考
え
を
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

西◀公務員時代の最後は内閣官房でお世話になり
　ました

▼つながりから未来をつくる「ちいきん会」

▶
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
。

登
録
お
願
い
し
ま
す
！



　
　
　

消
防
庁
長
官
表
彰

●
永
年
勤
続
章

第
２
分
団
分
団
長　
　
　
　
西
谷　
輝
彦

　
　
　

山
形
県
知
事
表
彰

●
金
条
章

第
４
分
団
第
２
部
（
大
井
沢
消
防
団
）

●
特
別
功
労
章

第
４
分
団
分
団
長　
　
　
　
志
田　
　
裕

第
２
分
団
副
分
団
長　
　
　
大
泉　
　
誠

●
功
労
章

第
４
分
団
副
分
団
長　
　
　
山
合　
信
孝

第
２
分
団
第
１
部
部
長　
　
渋
谷
信
太
郎

第
３
分
団
第
１
部
部
長　
　
古
澤　
和
彦

●
功
績
章

第
１
分
団
第
２
部
部
長　
　
松
田　
達
也

第
２
分
団
第
２
部
部
長　
　
布
施　
幸
樹

第
２
分
団
第
３
部
班
長　
　
荒
木　
隆
博

第
３
分
団
第
２
部
班
長　
　
荒
木　
浩
一

第
１
分
団
第
１
部
団
員　
　
設
楽　
友
弘

●
精
練
章　

第
１
分
団
第
１
部
班
長　
　
佐
藤　
　
清

第
２
分
団
第
２
部
班
長　
　
佐
藤　
　
健

第
３
分
団
第
１
部
班
長　
　
古
澤　
芳
夫

第
３
分
団
第
２
部
班
長　
　
石
川　
貞
夫

第
４
分
団
第
１
部
団
員　
　
今
野　
和
久

●
永
年
勤
続
退
団
者
（
勤
続
20
年
以
上
）

柴
田　
知
弘
（
勤
続
24
年
）

　
　
　
　
　

　

  

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

●
精
績
章　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
分
団
分
団
長　
　
　
　
松
田
淳
一
郎

  

山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

●
優
良
章

第
１
分
団
第
２
部
班
長　
　
松
田　
　
太

第
１
分
団
第
１
部
団
員　
　
安
孫
子
利
広

第
２
分
団
第
１
部
団
員　
　
設
楽　
　
敦

第
３
分
団
第
２
部
団
員　
　
佐
藤
和
代
志

第
３
分
団
第
３
部
団
員　
　
伊
藤　
　
純

　
　

  

山
形
県
消
防
協
会
西
村
山
支
部
長
表
彰

●
優
良
団　

第
３
分
団
第
１
部
（
岩
根
沢
消
防
団
）

●
優
良
章

第
１
分
団
第
１
部
団
員　
　
伊
藤　
健
也

第
１
分
団
第
２
部
団
員　
　
松
田　
一
平

第
１
分
団
第
２
部
団
員　
　
伊
藤　
　
光

第
２
分
団
第
１
部
団
員　
　
奥
山　
良
徳

第
２
分
団
第
１
部
団
員　
　
奥
山　
慎
也

第
２
分
団
第
２
部
団
員　
　
和
賀　
　
誉

第
２
分
団
第
２
部
団
員　
　
設
楽　
　
勝

第
２
分
団
第
３
部
団
員　
　
白
田
俊
太
郎

第
２
分
団
第
３
部
団
員　
　
白
田　
和
豊

第
３
分
団
第
２
部
団
員　
　
大
泉　
崇
人

第
３
分
団
第
２
部
団
員　
　
井
場　
良
太

第
４
分
団
第
１
部
団
員　
　
志
田　
大
輔

第
４
分
団
第
２
部
団
員　
　
志
田　
薫
紀

第
４
分
団
第
２
部
団
員　
　
松
井　
　
侑

          　
永
年
勤
続
表
彰

（※

山
形
県
消
防
協
会
15
年
以
上
／
同
西
村
山
支
部

15
年
〜
25
年
以
上
／
西
川
町 

10
年
以
上
）

●
勤
続
40
年　

第
１
分
団
第
２
部
団
員　
　
松
田　
　
誠

●
勤
続
35
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
部
付
分
団
長　
　
　
　
　
佐
藤　
　
正

●
勤
続
30
年

第
３
分
団
第
１
部
団
員　
　
輕
部　
昭
則

第
３
分
団
第
２
部
団
員　
　
秋
元　
浩
幸

●
勤
続
25
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
分
団
分
団
長　
　
　
　
西
谷　
輝
彦

第
３
分
団
副
分
団
長　
　
　
大
泉
憲
一
郎

第
３
分
団
第
３
部
部
長　
　
大
泉　
　
進

第
４
分
団
第
２
部
部
長　
　
金
子　
光
弥

第
１
分
団
第
１
部
団
員　
　
飯
田　
夏
美

●
勤
続
20
年　
　
　
　
　
　
　

第
３
分
団
第
１
部
班
長　
　
庄
司　
善
昭

第
３
分
団
第
２
部
班
長　
　
荒
木　
浩
一

第
３
分
団
第
３
部
班
長　
　
渋
谷　
章
吾

第
１
分
団
第
１
部
団
員　
　
玉
谷　
隆
治

第
２
分
団
第
２
部
団
員　
　
日
塔　
和
人

第
３
分
団
第
２
部
団
員　
　
大
泉　
義
典

●
勤
続
15
年

第
１
分
団
第
１
部
団
員　
　
設
楽　
和
喜

第
２
分
団
第
１
部
団
員　
　
田
井　
和
之

第
２
分
団
第
２
部
団
員　
　
佐
藤　
　
宏

第
２
分
団
第
２
部
団
員　
　
和
賀　
　
光

第
２
分
団
第
３
部
団
員　
　
荒
木　
育
英

第
３
分
団
第
２
部
団
員　
　
佐
藤　
信
一

第
３
分
団
第
２
部
団
員　
　
古
澤　
行
紀

第
４
分
団
第
２
部
団
員　
　
土
田　
　
健

●
勤
続
10
年

第
１
分
団
第
１
部
団
員　
　
白
田　
和
穂

第
１
分
団
第
２
部
団
員　
　
菅
野　
　
唯

第
１
分
団
第
２
部
団
員　
　
新
宮　
領
太

第
２
分
団
第
２
部
団
員　
　
郷
野　
富
之

第
３
分
団
第
１
部
団
員　
　
齊
藤　
　
純

第
３
分
団
第
１
部
団
員　
　
小
川　
達
也

第
３
分
団
第
２
部
団
員　
　
伊
藤　
尚
人

第
３
分
団
第
２
部
団
員　
　
木
村
健
太
郎

第
４
分
団
第
２
部
団
員　
　
佐
藤　
淳
也

第
４
分
団
第
２
部
団
員　
　
志
田
浩
太
郎

令和４年度消防関係表彰受賞者を紹介します。

西川町消防団

地
域
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め…

消
防
演
習
が
３
年
ぶ
り
に
開
催

月
24 

日
、交
流
セ
ン
タ
ー
あ
い
べ
駐
車
場
や
間
沢
下

堀
交
差
点
付
近
を
会
場
に
「
西
川
町
春
季
消
防
演

習
」が
開
催
さ
れ
、
各
部
隊
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
今
年
度
の
春
季
消
防
演
習
は
、
内
容
を
一
部
縮

小
し
、無
観
客
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

火
災
時
の
行
動
を
想
定
し

た
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
で
は
、消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
な
ど
計
10
台
を
配
備
し
、
本
番
さ
な
が
ら

の
緊
張
感
の
中
、
団
員
た
ち
は
迅
速
か
つ
正
確
な
動
作
で
火

点
の
制
圧
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
団
員
た
ち
に
対
し
、
菅
野
町
長
は「
消
防
団
は
地
域
防
災
力

の
中
心
を
担
う
も
の
。こ
れ
か
ら
町
の
未
来
を
つ
く
る
子
ど

も
た
ち
に
も
消
防
団
活
動
を
誇
れ
る
よ
う
、
訓
練
・
予
防
広

報
な
ど
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
西
川
町
春
季
消
防
演
習

４
24

２ ３

１

写
真
：
１
・
２_

規
律
あ
る
動
作
を
見
せ
る
消
防
団
員
／
３_

火
災
防
ぎ
ょ

訓
練
の
様
子
。
迅
速
な
動
作
で
放
水
作
業
が
行
わ
れ
た

４

※敬称略、階級は令和３年度による



！

■ワクチン接種に関するお問い合わせ

ワクチン接種の方法、手続きに関すること

西川町新型コロナワクチン接種対策室
☎0237-85-0223

ワクチンの効果や副反応に関すること

厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
☎0120-761770

■西川町に転入し、３回目の接種を希望する方へ

●新型コロナウイルス感染症に感染中の方、濃厚接触者の方は、接種会場に入ることができません。
●無症状の方も、会場内での不織布マスクの着用、入退場時の手指消毒の励行にご協力をお願いします。

２．新型コロナワクチン接種を受ける方へ 集団接種会場での感染防止対
策にご協力をお願いします。！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　西川町国民健康保険では、新型コロナウイルス感染症対策として、感染拡大をできる限り防止す
る観点から、労働者が感染した場合に休みやすい環境を整備するため、被保険者へ傷病手当金の支
給を行います。※発熱等の症状があり、感染が疑われる場合を含む。

■対象者
　支給対象となる期間において西川町国民健康保険の被保険者であり、給与等の支払いを受けてい
る被用者のうち、新型コロナウイルス感染症に感染した方、または発熱などの症状があり、感染が
疑われる方。

■対象となる日数 
　労務に服することができなくなった日から起算して、３日を経過した日から労務に服することが
できない期間のうち、就労を予定していた日数。
※「労務に服することができなくなった日から起算して、３日を経過した日」は、３日間連続する待機期間である必要があり、３日
　間連続せずに途中で就労した場合、待機期間は成立しません。

■支給額
　１日当たりの支給額（直近の継続した３ヵ月間の給与収入の合計額 ÷ 就労日数）×（ ２ / ３ ）× 
支給対象となる日数
※事業所から該当期間において休業手当などの手当を受けた場合は、上記支給額との差額が支給されることとなり、傷病手当金　
　を超える手当が支給された場合は、支給額は０円となります。
※1日当たりの支給額には、上限があります。

■適用期間
　令和２年１月１日～令和４年６月 30 日の間で療養のため労務に服することができない期間（ただ
し、入院が継続する場合などは最長１年６月まで）。

■傷病手当金に関するお問い合わせ
西川町保健センター（西川町健康福祉課保険給付係）　TEL：0237-74-4406　FAX：0237-74-4811

１．新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金について

新型コロナウイルス
感染症  関連情報

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

申請不要
（町外で接種可能です。）

住所地外申請が
必要です。

●医療機関や施設に入院・入所中で、その医療機関や施設でワクチン接種を受ける方

●基礎疾患があり、かかりつけ医の下で接種を受ける方

●国や都道府県の大規模接種会場で接種を受ける方 
 ※自衛隊による大規模接種会場（東京・大阪） 
　　➡詳しくはホームページをご確認ください。 
 ※東北大学ワクチン接種センター（仙台） 
　　➡宮城県に通勤・通学している方も受けることができます。事前に登録予約が必要です。
 その他、都道府県で実施している場合がありますので、ホームページなどでご確認ください。 

●職域（企業や大学など）接種を受ける方 

　令和４年３月 9日以降に西川町に転入された方で３回目のワクチン接種を希望する際は、町へ「住
所地外接種届出」の提出が必要になりますので、西川町保健センター内／新型コロナワクチン接種
対策室（☎０２３７-８５-０２２３）までご連絡ください。

■西川町外に転出し、３回目の接種を希望する方へ
●住民票を異動した場合：
　転出先の市町村で追加接種用の接種券の取得が必要です。手続きの際は、西川町から交付された
追加接種の接種券、または１・２回目の接種済証が必要です。

●住民票を異動しない場合：
　原則、住民票所在地（西川町）で接種していただくことになりますが、 下記に該当する方は住民
票所在地以外でのワクチン接種が可能です。 

西川町外（住民票所在地外）で接種可能な方

●単身赴任、下宿している学生、里帰り出産などにより、
　お住まいが住民票所在地と異なる方

防衛省・自衛隊
大規模接種会場 
予約サイト

▶



読み聞かせサークル「ぴーつく」を紹介します

５月のおはなし会のお知らせ
●日時：５月21日（土）10時30分から

●内容：①読み聞かせ

　　　　　「たまごのえほん」「パンダくんのおにぎり」

　　　  ②エプロンシアター　       ほか

※新型コロナウイルス感染防止対策を実施したうえで開催します。

　西川町立図書館で活動しているサークルは令和４年３月現在で８つの団体がありま

す。今回ご紹介するのは、平成４年に結成し、今年で30年目を迎えるサークル「ぴーつく」

です。会員は６名、主な活動は毎月１回（主に第３土曜日）に西川小学校図書館で行うお

はなし会と、年に２回のにしかわ保育園での移動おはなし会です。読み聞かせなどのご

依頼があれば伺いますので、ご相談ください。メンバーも随時募集しています。

【お問い合わせ】西川町立図書館（☎0237-85-0077）

俳句作品を募集しています
　「俳句を楽しむ会」の作品を募集しています。どなた

でも応募できます。所定の投句用紙に必要事項をご

記入いただき、投句ポストへ入れてください。

●募集要項：当季雑詠の未発表作品　３句まで

●選者：工藤稲邨氏 ●賞品：特選１句　

●締切：７月31日(日) ●発表：８月19日（金）

●ポスト設置場所：交流センターあいべ・西川小学校

　図書館・西川町歴史文化資料館

まちかどコラム

年
、少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
伴
う
世
帯
数
の
減
少

な
ど
を
原
因
と
し
て
、全
国
的
に
空

き
家
の
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。中

に
は
適
正
に
管
理
さ
れ
ず
、周
辺
へ

悪
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
も
生
じ

て
い
ま
す
。

　
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家（
＝
管
理
不
全
空
き
家
）は
、老

朽
化
に
よ
る
倒
壊
な
ど
で
周
囲
に

被
害
を
与
え
る
以
外
に
も
、
防
火
、

防
犯
、防
災
、衛
生
、景
観
な
ど
さ
ま

「
空
き
家
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

ざ
ま
な
点
に
お
い
て
、
住
民
の
生

活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
空
き
家
の
数
は
さ
ら
に

増
加
し
、
問
題
は
一
層
深
刻
化
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

●
空
き
家
の
適
正
管
理

　
管
理
不
全
空
き
家
が
も
た
ら
す

影
響
か
ら
、
生
命
・
身
体
・
財
産

を
保
護
し
、
生
活
環
境
の
保
全
を

図
り
、
空
き
家
の
活
用
を
促
す
こ

近

と
を
目
的
に
、
平
成
27
年
５
月
26

日
に
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」（
＝
空
家
法
）

が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
24
年

９
月
18
日
に
「
西
川
町
空
き
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

●
所
有
者
や
管
理
者
の
責
務

　
空
家
法
で
は
、
空
き
家
の
適
正

管
理
に
つ
い
て
は
所
有
者
や
管
理

者
の
責
務
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て

お
り
、
町
は
空
家
等
対
策
計
画
の

作
成
お
よ
び
計
画
に
基
づ
い
た
対

策
の
実
施
な
ど
、
必
要
な
措
置
を

適
切
に
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
空
き
家
対
策
計
画

　
こ
れ
ま
で
、
町
は
空
き
家
の
実

態
を
調
査
し
な
が
ら
、
管
理
不
全

空
き
家
に
対
す
る
指
導
や
空
き
家

の
危
害
を
予
防
す
る
た
め
に
必
要

な
最
小
限
度
の
措
置
を
行
う
と
と

も
に
、
広
報
な
ど
を
利
用
し
て
適

正
な
管
理
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、

空
き
家
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
空
き
家
対
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
、

令
和
３
年
12
月
に
「
西
川
町
空
家

等
対
策
計
画
」を
定
め
ま
し
た
。空

き
家
の
劣
化
の
進
行
が
速
い
こ
と

な
ど
を
考
慮
し
、
空
き
家
に
な
っ

た
早
い
段
階
で
の
利
活
用
や
除
却

を
促
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

※

「
西
川
町
空
家
等
対
策
計

画
」
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
除
却
支
援
事
業

　
今
年
度
、「
西
川
町
空
き
家
除
却

支
援
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。町
内

に
あ
る
空
き
家
の
除
却
を
行
う
方

に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
担
当
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
危
機
管
理
係

　
☎
０
２
３
７‐

74‐

４
４
０
４

町の各事業や取り組みについてご紹介します。　   今月の担当：総 務 課

まちかどコラム～空き家対策の取り組みについて～

１．発生予防
　　●空き家にならない意識付け
　　●早めの除却の促進
　　●相続や登記の呼びかけ

２．適正な管理
　　●周知・呼びかけ・情報提供
　　●リフォームに関する支援
　　　 ・ 西川町住宅建築支援事業補助金
　　●維持管理に関する支援

３．利活用対策
　　●空き家バンク
　　　・空き家バンク利用促進支援補助金
　　　・空き家購入補助金
　　●空き家を活用する事業者への支援

４．除却対策
　　●除却への支援
　　　・観光地域景観保全補助金
　　　・空き家除却支援事業補助金

空き家対策の取り組み

【お問い合わせ】
西川町立図書館　☎０２３７-８５-００７７図書館さ、いぐべ～。図書館さ、いぐべ～。



▲（左から）髙橋奈月、松田敬子、志田明子、服部祥子、佐藤敦美

ぽ
っ
か
ぽ
か
コ
ー
ナ
ー

　
今
年
初
め
て
の
身
体
測
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
数
あ
る
行
事
の
中
で
特
に
人
気
の
行
事
で
す
。
今
年
度
は
月
１
回
、
毎

回
10
組
程
度
と
人
数
制
限
を
し
て
開
催
し
ま
す
。
（
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
事
前

に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。※

先
着
順
）

　
そ
の
他
に
も
楽
し
い
行
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

「
今
年
初
の
身
体
測
定
を
行
い
ま
し
た
」

保
育
園
コ
ー
ナ
ー

　

右
の
タ
イ
ト
ル
は
に
し
か
わ
保
育

園
職
員
の
今
年
の
抱
負
で
す
。
毎
日

保
育
園
に
登
園
す
る
子
ど
も
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
、
子
育
て
を
し
て
い
る
保

護
者
や
家
族
み
ん
な
が
、
ほ
っ
こ
り

す
る
よ
う
な
言
葉
か
け
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

家
族
や
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
、
子
育

て
支
援
（
保
育
園
や
支
援
セ
ン
タ
ー
）

に
関
わ
る
職
員
み
ん
な
が
、
西
川
町

で
子
育
て
を
す
る
皆
さ
ん
の
応
援
団

で
す
。

「
み
ん
な
の
心
が
あ
っ
た
か
く

な
る
言
葉
か
け
を
し
よ
う
」

保育目標
●雪のようにきらきら輝く子　  ●緑のようにやさしくあったかい子
●太陽のようにつよくたくましい子

にしかわ保育園

ニ
ア
（
65
歳
以
上
）
に
お
い
て
、
低
強
度
の
身
体
活
動
で
も
、

活
動
量
が
多
い
と
動
脈
硬
化
度
は
中
年
齢
層
（
40
〜
59
歳
）
と

同
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
で
き
る
だ
け
座
ら
な
い

ぞ
！
動
く
ぞ
！
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
体
を
積
極

的
に
動
か
す
習
慣
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
毎
週
水
曜
日
の
14
時
〜
15
時
、
西
川
町
民
体
育
館
に
て
「
楽
楽
運
動

教
室
（
奇
数
週
）
」
「
ゆ
る
楽
運
動
教
室
（
偶
数
週
）
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
町
民
体
育
館
が
使
用
で
き
な
い
と
き
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

運
動
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
運
動
習
慣
の
一
つ
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

参
考
資
料
：
①
樋
口
満
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ　
〜
動
楽
と
食
楽
の
す
す
め
〜
」
（
発
行
：
公
益

財
団
法
人　
健
康
・
体
力
づ
く
り
事
業
財
団
）
／
②Longer Tim

e Spent in Light Physical Activity 
Is Associated W

ith Reduced Arterial Stiffness in Older Adults
Yuko Gando, Kenta Yam

am
oto, Haruka M

urakam
i, Yum

i Ohm
ori, Ryoko 

Kawakam
i, Kiyoshi Sanada, M

itsuru Higuchi, Izum
i Tabata and M

otohiko 
M
iyachi シ

　
毎
春
、
人
権
擁
護
委
員
の
方
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
年
長
児
を
対
象
に

人
権
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
５
月
６
日
は
委
員
の
方
と
一

緒
に
じ
ゃ
が
い
も
植
え
を
行
い
ま
し

た
。

「
人
権
擁
護
委
員
の
方
と

 

一
緒
に
じ
ゃ
が
い
も
植
え
」

　保健センターは、町民の健康づくり・介護予防の拠点です。赤ちゃ
んからご高齢の方まで、寄り添いながら町民の皆さまの健やかな暮ら
しをサポートします。お住まいの地区の担当保健師、管理栄養士にお
気軽にお声がけください。電話、家庭訪問、来所相談でお受けします。

まちの保健室より

西川町保健センター
　　　 町の保健師・管理栄養士からのお知らせです

●各地区の担当保健師・管理栄養士

●健康相談    ●栄養相談　●妊娠、子育ての相談
●介護の相談　●認知症の相談　●心の悩み相談　など

伊藤 貢さん伊藤 貢さん

シニア世代は低強度の身体活動でも
動脈硬化を抑制できます！

今月のテーマ：

胸・腰回りの筋肉を伸ばしましょう！

両膝を一緒に片側へ倒す（左右両方行う）

～気持ちいいところで30秒キープ～

※痛みは体からの赤信号のサインです。体に痛みを感じたとき
　は運動を中止してください。
※柔軟性には個人差があります。関節可動域制限のある方や、
　体が硬いと感じる方は、無理のない体勢に調節してください。

ポイント❷
脚を倒した反対の方向に頭（顔）を向けましょう

ポイント❶
呼吸による、胸（胸郭）の動きを感じましょう

係長（保健師） 志田　明子

保健師 髙橋　奈月

係長（管理栄養士） 松田　敬子

主任（保健師） 服部　祥子

主任（保健師） 佐藤　敦美

健康推進係

睦合・下堀・宝沢・西間沢・大井沢

海味・岩根沢・志津

全地区

上間沢・沼山・原・水沢・入間・小山

吉川・月岡・本道寺・綱取

地域包括支援センター係
TEL：（74）4405

TEL：（74）5057

健康福祉課 氏　　名 担当地区

健康運動指導士・伊藤貢先生の

PART288

元 気 アップ！
運 動 講 座



町政TOPICS　
こ
の
度
、西
川
町
と（
一
社
）ジ
ャ
パン・イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン・チ
ャ
レ
ン
ジ（
東
京
）が
、ド
ロ
ー
ン
を

使
っ
た
夜
間
の
捜
索
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ド
ロ
ー
ン
は
、１
回
約
20
分
の
飛
行
で

10
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
捜
索
が
可
能
と
の
こ
と
。

４
月
11
日
、町
民
ス
キ
ー
場
で
試
験
運
転
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
29
日
、西
川
町
バレ
ー
ボ
ー

ル
協
会
か
ら
西
川
Ｊ
Ｖ
Ｃ（
西
川

町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
）に
強
化
支
援
金
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。同
協
会
会
長
の
日
塔
邦

昭
さ
ん（
間
沢
）は「
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
練
習
時
間
が
限
ら
れ
た

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」と
子
ど
も
た
ち
を
激

励
し
、支
援
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

次
世
代
を
担
う
選
手
育
成
の
た
め

西
川
町
バレ
ー
ボ
ー
ル
協
会
が
強
化
支
援
金
を
贈
呈

　

西
川
中
学
校
で
４
月
８
日
、新

１
年
生
た
ち
が
西
山
杉
を
圧
密

加
工
し
た
天
板
を
自
分
た
ち
の
学

習
机
に
取
り
付
け
ま
し
た
。こ
れ

は「
西
山
杉
学
習
机
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
し
て
、子
ど
も
た
ち
に
地
域

材
の
西
山
杉
に
親
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
て
企
画
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
天
板
を
加
工
し
た
㈱

天
童
木
工(

天
童
市)

や
西
川
町
地

域
材
西
山
杉
利
用
促
進
協
議
会
、

町
の
関
係
者
な
ど
が
講
師
と
し
て

同
校
を
訪
れ
、生
徒
た
ち
は
講
師

中
学
校
生
活
で「
西
山
杉
」と
学
び
、育
つ

西
山
杉
学
習
机
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今月のまちの情報をお届けします。

幻
想
的
な
ブ
ナ
林
の
散
策
を
楽
し
ん
で

県
立
自
然
博
物
園
オ
ー
プ
ン

登
山
者
の
安
心
安
全
の
た
め
に・・・

町
が
夜
間
捜
索
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
協
定
締
結

▲夜間の捜索に使用されるドローン

▲自然解説員の説明のもとブナを観察する参加者

▲支援金贈呈の様子

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ▲完成した西山杉の机 ▲開館式の様子

　
西
川
町
歴
史
文
化
資
料
館
の
開

館
式
が
５
月
１
日
、町
長
や
吉
川

区
長
な
ど
約
10
人
が
出
席
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。開
館
か
ら
４
年
目

を
迎
え
た
今
年
は
安
中
坊
大
江
家

に
関
す
る
資
料
の
ほ
か
、町
の
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
各
種
企

画
展
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

歴
史
資
料
で
町
の
歩
み
を
学
ぶ

西
川
町
歴
史
文
化
資
料
館
が
開
館

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
来
季
の
啓
翁
桜
の
収
穫
に
向
け

て「
啓
翁
桜
環
状
剥
皮
講
習
会
」が

４
月
21
日
、髙
橋
春
二
さ
ん（
吉

川
）の
園
地
で
行
わ
れ
、啓
翁
桜
生

産
者
や
農
協
、村
山
総
合
支
庁
西

村
山
農
業
技
術
普
及
課
な
ど
、関

係
機
関
か
ら
約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
「
環
状
剥
皮
」は
収
穫
予
定
の
枝

の
表
皮
を
剥
い
で
伸
び
を
抑
制
し
、

花
芽
の
着
生
を
増
や
す
た
め
に
行

う
も
の
で
、次
期
の
収
穫
量
を
決
め

る
作
業
で
す
。参
加
者
は
実
際
に
桜

啓
翁
桜
の
さ
ら
な
る
品
質
向
上
を
目
指
し
て

「
啓
翁
桜
環
状
剥
皮
講
習
会
」を
実
施

▲啓翁桜環状剥皮講習会の様子

　
県
立
自
然
博
物
園
が
５
月
１
日

に
オ
ー
プ
ン
し
、ブ
ナ
林
の
散
策
が

行
わ
れ
ま
し
た
。あ
い
に
く
の
雨

と
な
り
ま
し
た
が
、約
20
人
が
参

加
し
、ブ
ナ
の
芽
吹
き
や
野
生
動

物
の
足
跡
な
ど
を
観
察
し
な
が
ら

２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
積
雪
が
残
る

林
を
歩
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
は「
雨
な
ら
で
は

の
幻
想
的
な
ブ
ナ
林
の
景
色
が
楽

し
め
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
同
園
の
自
然
解
説
員(

イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
）に
よ
る
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー

ク
は
10
月
30
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

皆さんの周りの身近な話題をお寄せください。政策推進課情報推進係   
　　0 2 3 7-74 - 4 4 0 3　　　　 joho@town.nishikawa.yamagata . jp

▲メール送信

❶「@nishikawa_town_official」をフォロー
❷西川町の「いいべ！」と自慢したくなる
　ような風景などの写真に下記のタグを
　つけて投稿

応募期間

＃いいべ西川フォトコン２０２２

応募方法

令和４年４月１日～９月 30日

いいべ西川
インスタグラム
フォトコンテスト
２０２２

受賞者には豪華賞品を
プレゼントします！
気軽に投稿してね♪

開催中！

詳細や開催要項は、西川町HPをご覧ください。

西
川
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

無
投
票
で
後
藤
一
夫
さ
ん
が
就
任 

 

令
和
４
年
４
月
17
日
執
行
の
西
川
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に

つ
い
て
は
、定
数
１
人
に
対
し
、立
候
補
者
が
１
人
で
あ
っ
た
た

め
、公
職
選
挙
法
第
１
０
０
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、無
投

票
で
後
藤
一
夫
さ
ん（
海
味
）が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
藤
さ
ん
は「
西
川
町
、そ
し

て
町
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
精

一
杯
働
き
ま
す
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

▲後藤一夫さん

の
枝
を
見
な
が
ら
、剥
皮
す
る
際

の
注
意
点
な
ど
を
詳
し
く
質
問
し
、

環
状
剥
皮
に
つ
い
て
の
知
識
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

の
指
導
の
も
と
、真
新
し
い
西
山

杉
の
天
板
を
使
っ
た
机
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。



　

晴
天
が
続
い
た
５
月
上
旬
。
に
し
か

わ
保
育
園
で
は
園
児
た
ち
が
外
に
繰

り
出
し
、
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、
草
花
を

摘
ん
だ
り
と
、
太
陽
の
下
で
の
び
の
び

と
過
ご
す
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
大
型
連
休
で
久
し
ぶ
り
に

家
族
や
友
人
に
会
っ
た
、
と
い
う
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
数
年
ぶ
り
に
都
会
か
ら
帰
省
し

た
友
人
と
会
い
ま
し
た
が
、
ス
マ
ホ

で
話
す
よ
り
は
る
か
に
嬉
し
く
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
「
会
う
」
は

か
け
が
え
の
な
い
特
別
な
行
為
と
な

り
、
同
時
に
地
元
で
「
い
つ
で
も
会

え
る
」
家
族
や
周
り
の
人
が
居
る
有

難
さ
に
気
付
く
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。
普
段
は
中
々
言
え
ま
せ
ん
が
、

周
囲
へ
の
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に

日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
板
花
）

今
月
の
表
紙

西川町について詳しく知りたい方、ご意見・お問い合わせなどは、
町のホームページhttps://www.town.nishikawa.yamagata.jpをご覧ください。

5／1　現在の人口と世帯数　人口　男  2,339人　女  2,513人　計  4,852人　世帯数  1,797  （　）は前月比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（－2）　　  （－7）　　　（－9） 　　　    （－1）

N
E
T
W
O
Ｒ
K
に
し
か
わ（
七
九
四
号
）　
令
和
四
年
五
月
十
六
日
発
行

□
編
集
発
行
／
山
形
県
西
川
町
　

〒
990-0792   西

川
町
大
字
海
味
510   ☎

0237-74-2111　
□
印
刷
所
／
㈱
若
月
印
刷
　

大
江
町
左
沢

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

今月の「＃いいべ西川」

▶ Instagram　

　西川町公式アカウント「＠nishikawa_town_official」

やかな晴天に恵まれた５月５日、入間地区の春祭り行事として

入間みこし会による神輿渡御が行われました。

　当日は感染症対策を徹底し、大人のみでの実施となりましたが、神輿

が同地区内を巡り、地域の方に笑顔と活気を運んでくれました。

爽


